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町の相談窓口(ワクチンコールセンター)

福祉課(健康係)

☎62－3436・62－3474 ☎0120－567－690
(フリーダイヤル)

【受付時間】
午前８時30分～午後５時15分（土日祝日除く）

【受付時間】
午前８時30分～午後６時（土日祝日含む）

(予約の受付・接種についての問い合わせ等)

山形県ワクチンコールセンター
（副反応や医学的知見を必要とする相談、県内
　の全体的な接種スケジュール、各市町村の相
　談窓口の案内）

ようこそ先輩！！ようこそ先輩！！ようこそ先輩！！

佐川佳奈さん
（平成２３年度 卒業生）

梅里苑「梅Ｃafe」勤務

ｖｏｌ.２
　真室川校の卒業生は、様々な職業や進学をして多方面

で幅広く活躍をしています。そんな先輩方の思いや後輩

たちへのメッセージをお届けします。

　４月より、基礎疾患のある方および１８～６４歳の方のワクチン接種を開始します。

　接種券は２回目の接種日の早い方から順次送付し、おおむね以下の地区ごとに接種を

進める予定です。

　接種券に同封している案内通知で接種の日付を確認した後、返信用はがきに接種希

望の有無などをご記入の上、返信してください。接種日の変更が無い場合は、改めて

確認の連絡はいたしませんので指定の日程で、お越しください。

※上記の日程はあくまで目安であり、ワクチンの入荷状況や接種申込みの状況によって前後する場合が
あります。また、２回目の接種日によっては、地区ごとの日程どおりにはならない方もいますので、ご
了承ください。日程が決まりましたら、接種券と日程通知を一緒に送付しますのでご確認ください。

接種の予約手続きについて

４月４日の週
４月11日の週

４月11日の週

４月18日の週

基礎疾患のある方

三滝、春木、川舟沢、下小又、釜渕１・２・５・６

上小又、大滝、八敷代、釜渕３・４、朴木沢、塩根川、新及位、
旧及位、田代、鏡沢

５月２日の週下村、西郡、大向、砂子沢、谷地、小国、野崎、内の沢、小川内、
矢の沢、広倉、巣子、田郎、山屋

５月30日の週関栗、荒木、川ノ内上・中・下、平岡上・下、新田平岡、糸出、
安久土

５月９日の週新町、内町、長沢前、野々村、共栄、東町１、南町、駅西住宅

５月16日の週宮沢、曙町、元町、木ノ下、末広町１・２、東町２、梅の里団地

５月23日の週漆坊、秋山、高沢、宮町１・２、本町、新橋通り、栄町、新栄町

４月25日の週滝の上、中村、沼田、西川、大平、大池、谷地の沢、平枝、高坂

接　種　対　象 接種予定の週

新型コロナワクチン3回目接種
18～64歳のワクチン接種が始まります

その11真校魅力だより
真室川校の伝統と誇りをつなぐ～キャリア学習・地域理解学習～

◆１年キャリア学習講座（インターンシップ報告会）（２月７日(月)）
　１年生を対象に、７月に予定されているインターンシップ（職場体験）の参考にするため、今年

度のインターンシップの体験について２年生の代表５名から話を聞く報告会を開催しました。２年

生からは、インターンシップで訪問した牧場や介護老人施設、保育所、鉄骨部材の製作加工会社な

～夢は叶う～
　私は小学生の時からパティシエになりたいという夢を持って
いました。真高に進学し、１年生の面談でその事を話したら、
先生から製菓の専門学校を紹介され、卒業後その学校に進学し
ました。その後、菓子店の勤務を経て今の職場の立ち上げから
参加して勤務しています。
　お客さんから「おいしい」と言われるとうれしいし、励みに
なります。この仕事がとても楽しいです。このカフェがきっか
けとなって沢山の方が真室川を訪れてほしいし、温泉など町の
魅力を発信していきたいと思います。
　後輩の皆さんには、やりたいと思うことには挑戦してほしい。
高校生にしか出来ないことがあるから、何事も真剣に取り組ん
で学校生活を楽しんでほしいです。

どの事業所で学んだことや、将来の自分に役立てた

いことなどを発表し、１年生へのアドバイスとして

挨拶や傾聴、意欲を持って取り組むことの大切さを

伝えていました。１年生は数か月後の体験に向け、

メモを取るなどして２年生の話を真剣に聞いていま

した。

　最後に小野綾日さん（１年）が「先輩方の発表を、

私たちのインターンシップの参考にして頑張りたい」

と体験への意欲を述べました。

◆地域文化理解学習会（１月２１日（金））
　１～２年生を対象に、町移住定住推進員の梶村勢至さんを講師に迎えて「地域文化理解学習会」

を開催しました。梶村さんは町が抱える問題として人口減少を挙げ、年齢別人口や未婚率の推移、

町民の従業地等をグラフで示し、人口減少の中で少子高齢化が進み、町外で働く方の割合が増えて

いる現状から、移住や定住の推進や豊かな森林資源を生かした産業づくり等による経済活性化が必

要と話してくれました。

　後半、梶村さんからメジャーリーガーの大谷翔平選手が高校１年生の時に書いたマンダラート

（９つのマスを使った目標達成シートで思考の

整理や拡大を図るもの）が紹介され、生徒たち

は「自分が目指したいことや夢」を実現するた

めに何に取り組んだら良いかを考えながらマン

ダラートに書き込んでいました。

　１年の栗田聖さんは「こんなに人口が減って

いたとは驚いた。住んでみたいと思う町にした

い」と町への思いを述べてくれました。


